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 連日感染症のニュースがおどり、県内・市内でも学校関係者の感染や休校等の記事を目にします。

学校は公共機関であり、役所ですが、そこに守られるべき多数の子どもたちがいる特別な場所でもあ

ります。危機的状況に陥ったとき、私たち教職員は子どもたちを守る義務があります。今この状況下

だからこそ、「生徒を守る」とは何をすることなのか。あるいは何をしないことなのか。私たちはも

う一度きちんと認識しておく必要があると感じています。明日より大型連休に入ります。“やる覚

悟”と“やらない勇気”。ご家庭でもご指導・ご協力をお願いいたします。 

（スタートから）１か月が経ちました～でもなんだかあわただしい～ 

先日、超久しぶりに八幡岳に出向き、途中のみかん畑の見事さに感動した「はちまん爺」

じゃ。わしはみかんが大好物での。さぞかし美味いみかんが…と、話がそれるとこじゃった。こ

の前の土曜日に宮中生徒が試合をしておった。バレーボールとバスケットボールじゃったか。バ

スケは相手が格上で加えて体格差もあったな。しかし、果敢に向かっていく姿が印象的じゃっ

た。それにしてもバレーというスポーツは過酷なものじゃな。個人のミスが即得点につながる。

しかもそのミスでプレイが止まるからより目立つ。大事なのはチームの仲間意識ということにな

るか。互いに声を掛け合い、励まし合わないとやれんスポーツじゃな。宮中の生徒はこの点よく

がんばっておった。技術を磨き、試合に勝つことは大きな目標じゃろう。しかし、同時に、ぜひ

同じ部、同じチームのメンバーとしての“絆”を磨いてほしい。生徒が減り、部活動人口も減る

中、その思いを子どもの中に育てていくことが関わる親や指導者の役割ではないかのう。 

※プライバシー保護の観点より、写真等の掲載については遠景のもの等を選択

しております。 
はちまん爺のツイート日記 

本校の学校教育目標 

「自分の可能性を信じ自ら学び自ら鍛える生徒の育成」 

授業参観および学年懇談会へのご参加 ありがとうございました。 

 ４月２２日（木）に実施いたしました、「授業参観・学年懇談会」では、急な日時の変更に

もかかわらず、多数のご参加をいただき、ありがとうございました。新たな学年、新たな担任

そして、新たな授業の様子はいかがだったでしょうか。中学校の活動の中心は間違いなく授業

です。職員一同、日々授業力の向上に努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

（授業参観参加数）   １年…２１名 ２年…１１名 ３年…１０名 計４２名 

（学年懇談会参加数）１年…２１名   ２年…１１名 ３年…１１名 計４３名 

 「明日から大型連休。何をすべきで何をしないべきか」 


